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本
書
は『
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
研
究
』、『
越
境
周
縁
・

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』、『
ア
メ
リ
カ
文
学
と
暴
力
』
な
ど

ユ
ダ
ヤ
系
文
学
に
関
す
る
数
多
く
の
著
書
を
持
つ
著

者
が
、
一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
論
文
を
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
文
学
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
ま
と
め
た
、
い
わ
ば
「
佐
川
の

ユ
ダ
ヤ
文
学
」
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
第
一
章
「
一
九
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
と
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
文
学
」
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
六
百
万
と

い
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
虐
殺
、
つ
ま
り
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
、
生
存
者
が
直
接
体
験
を
語
る
も
の
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
作
家
た
ち
に
よ
る
被
害
者
の
目
撃
、
伝
聞

な
ど
間
接
描
写
を
駆
使
し
た
作
品
ま
で
を
紹
介
し
な

が
ら
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
文
学
と
は
何
か
、
と
い
う
根

本
的
な
問
題
に
迫
っ
て
い
く
。

な
ぜ
我
わ
れ
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
よ
う
な
悲
惨
な

状
況
を
描
い
た
文
学
を
読
む
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑

問
に
著
者
は
「
ひ
と
の
善
悪
の
混
交
を
大
き
な
振
幅

を
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
、
神
と
人
と
の
論
争
を
真

剣
に
展
開
し
て
い
る
、
極
限
状
況
に
直
面
し
た
人
の

生
き
方
を
迫
真
性
を
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
」
か
ら

だ
と
答
え
て
い
る
。Ｅ
・
Ｌ
・
ウ
ォ
ー
ラ
ン
ト
の『
質

屋
』
に
描
か
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
店
主
と
黒
人
使
用
人
の

絆
と
犠
牲
、
Ｊ
・
コ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
『
ペ
ン
キ
を
塗

ら
れ
た
鳥
』
に
登
場
す
る
皮
膚
、
眼
、
髪
の
色
の
違

い
だ
け
で
虐
待
す
る
人
々
を
見
る
と
、
対
話
が
失
わ

れ
、
理
性
を
喪
失
し
て
暴
力
に
至
る
と
い
う
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
に
類
似
し
た
極
限
状
況
が
い
つ
の
時
代
に

も
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
は
特
殊
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な
時
代
、
地
域
の
悲
劇
で
は
な
い
。
マ
ラ
マ
ッ
ド
の

言
う
と
お
り
、「
万
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
な
り
」
な
の
で

あ
る
。

た
し
か
に
、
広
島
、
長
崎
の
悲
劇
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
に
続
く
戦
争
と
虐
殺
、
そ
れ
に
伴
う
難
民
問

題
、
生
物
の
無
差
別
虐
殺
や
自
然
の
崩
壊
、
家
庭
や

職
場
の
差
別
問
題
な
ど
、
著
者
の
指
摘
は
鋭
い
。

第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
は
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド
、
Ｉ
・
Ｂ
・
シ
ン
ガ
ー

と
Ｉ
・
Ｊ
・
シ
ン
ガ
ー
の
兄
弟
な
ど
各
章
一
人
ず
つ

作
家
に
焦
点
を
あ
て
て
彼
ら
の
苦
闘
を
辿
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
。
こ
の
八
人
の
な
か
に

は
一
般
の
読
者
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
作
家
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
る
問
題

と
解
説
が
分
か
り
や
す
く
、
実
際
に
作
品
を
手
に
と

っ
て
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

し
か
も
、
各
章
の
テ
ー
マ
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て

い
て
、
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
た
ち
の
全
体
像
が
見
え
て
く

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
だ
け
で
な
く
、
井
伏
鱒

二『
黒
い
雨
』、
井
口
十
郎『
蝉
時
雨
』、
北
杜
夫『
夜

と
霧
の
隅
で
』、
中
野
好
夫『
人
は
獣
に
及
ば
ず
』
な

ど
日
本
人
の
著
書
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ

と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
世
界
全

体
に
遍
在
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
取
り

組
む
の
だ
、
と
の
認
識
が
根
本
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
著
者
の
苦
学
生
時
代
か
ら
の
真
摯
な
姿
勢
が
窺

わ
れ
て
、
同
年
代
の
筆
者
も
励
ま
さ
れ
る
一
冊
で
あ

る
。 
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）


